



















は現在、ボドリアン図書館のMs. e Mus 86として現存しているが、内容はウィクリフとロラー
ド派の言説に限らず、14世紀前半から 15世紀初頭に至るまでの使徒的清貧と托鉢修道会につい
ての論争が多くを占めている。
　カルメル会はなぜこの文書群を長期間にわたって集積したのだろうか。14世紀前半において
カルメル会の著作家たちは、主に教皇側の論客としていわゆる「清貧論争」に積極的に関与して
おり、また一部は、当時のフランシスコ会系異端について強い関心を抱いていた。だが、イング
ランドのカルメル会士たちは、単に教皇庁の論争や異端取り締まりという観点から、文書を保存
したわけではない。14世紀半ばから後半において、アーマー大司教リチャード・フィッツラルフ、
また彼に強い影響を受けたウィクリフ、さらにはウィクリフに共鳴したロラード派の人々は共通
して、托鉢修道会に対する強力な批判者でもあり、しかもカルメル会についてなんらかの知識を
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有する人々だった。
　総括すると以下のようになる。14世紀において、教皇庁と教会についての論争が増加し、ま
たカルメル会と会の批判者たちとの間で、清貧と托鉢修道会についての論争が繰り返された。こ
の結果、諸論争の集成として上記の写本が 15世紀前半に作成された。16世紀半ばにベイルがこ
の写本にアクセスしたことによって、彼は会の批判者たち、とりわけウィクリフの言説について
知見を得た。ベイルがプロテスタント陣営に転じたことで、この知見はカルメル会と批判者たち
との論争という本来の文脈を離れ、「宗教改革の先駆者たち」についての歴史叙述として「再発見」
されることになったのである。
